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十字架のイエス様―その4（ヨハネ19:25-27）
　皆さんに心配をおかけし、とても申し訳ありません。小さな追突事故がありましたが、神様に守られて、このように皆さんとともに礼拝をささげることができることをまず感謝いたします。これらのことを通して、このように思わされました。クリスチャンにとって一日、一日、毎日が奇跡であり、その日その日が勝負の日であると思われました。今日の一日、特に兄弟姉妹が教会に集まって礼拝をささげるこの時が細工の祝福のときであり、勝負のときであるという意識を持って礼拝に参加し、また神様のメッセージをいただきたいと願います。もし、神様のみことばが皆さんの中に本当の意味でぶつかってくることさえあれば、精神的な病、不治の病、どんな悩み事であってもすべてを解決するようになると確信しております。サタンはそれができないように邪魔しているだけです。それにだまされないで集中して神様のみことばが自分のものとして自分自身にぶつかってくるようにという祈りを持って、今日も特に十字架の上でのイエス様から与えられるメッセージを聞きたいとそう願います。
　今、イエス様が十字架につけられて、もうすぐ亡くなるようになります。その場面で、ローマの兵士たちがイエス様の服をすべて脱がして丸裸にさせました。そのような状況の中で、そのそばにだれが立っていたのかと言いますと、イエス様の肉の母マリヤとその他にマリヤと言われる何人かの女性、そして、イエス様が愛する弟子とおっしゃっていた弟子の一人がそこに立っていました。この人はこのヨハネの福音書を書きました使徒ヨハネと皆が言っています。その時にイエス様が肉の母だったマリヤに向かってこのようにおっしゃっています。「女の方。そこに、あなたの息子がいます。」弟子を指してあなたの息子がそこにいるとおっしゃいました。それから、その弟子に向かって、「そこに、あなたの母がいます。」とおっしゃいました。その時から、その弟子はマリヤを自分の家に迎えて、自分のお母さんとして面倒を見るようになったというお話です。そこにどのようなメッセージが示されているのでしょうか。多くの人がイエス様が最後の最後まで肉親の母、また一人一人の面倒も考えて、そこに心配を持って最後まで面倒をみていらっしゃった、家庭をものすごく大事にしていらっしゃる方であると話をしたり、解釈をしています。でも、今の状況から見たときに、それは少し違和感があるのではないでしょうか。もし、心配であればイエス様が十字架から下りてきて助ければよいわけです。今はそのような状況、場面ではないでしょう。逆に、このような意味であると思います。
　たぶん、母マリヤは聖霊によって身ごもってこの世に生まれましたイエス・キリストでありますが、人間的にはそのマリヤの体を借りて十か月間、お腹を痛めて産むようになったと思います。それから、小さいときから実際に肉体的に面倒をみながら育てていたでしょう。だから、自分が母親だと思っているのも不思議ではないと思います。今、イエス様がこの世で最後の時間です。もうすぐ亡くなって天に召されるようになるその場面で、救いの契約をすべて全うするために十字架の上にかけられているその場面で、母親だったマリヤは自分の息子が悲惨な姿で苦しめられているのを見て、涙を流し悲しんでいたかもしれません。それをご覧になっていたイエス様が、「女の方。そこに、あなたの息子がいます。」とおっしゃいました。それは十字架にかけられている、たとえあなたがお腹を痛めて産んだと言っても、そのイエスはあなたの息子ではありません。肉親の感情を挟んで「うちの息子があんな目に遭うなんて耐えられません」という気持ちはわかるのですが、これからはその気持ちを捨ててください。それはだめです。大変なことになります。私はあなたの息子ではありません。そこに弟子がいるのですが、これからは彼があなたの息子です。彼にも言いました。あなたの母親なのだと。つまり、肉体的に考えたときに、お腹を痛めて生んだ母親と思われていたマリヤでさえ、人間は人間、イエス様はイエス様なのです。そういういろいろな人間的な関係があるからと言って、イエス様のことを勘違いしては困りますという話です。そのようなメッセージです。
　今、クリスチャンの方々が現実において、また現場の中で、クリスチャンを倒そうとしている様々なことがあるでしょう。また、クリスチャンを揺るがそうとしているいろいろな攻撃があるかもしれません。自分自身の中にそれがある場合もあります。それで多くのクリスチャンの方が、残念ながらそういった様々な理由によって揺れ動いているわけです。しかし、どのような攻撃があり、どのような問題と弱さがあったといっても、それに負けないで打ち勝って勝利できるということはどうすればよいでしょうか。
それはイエス様に対しての正しい信仰告白とそれに基づく正しい決断をするときにすべてに打ち勝って勝利するようになります。そのために十字架の上でのイエス様はメッセージを私たちに語っていらっしゃるわけです。母マリヤ、愛する弟子ヨハネに向かっておっしゃったことは、このような意味があります。まず第1に、私たちが自分が誰なのかを正しく知り、イエス様がどのような方なのかを正しく知るときに、私たちは無敵なものになり、すべてのことに打ち勝つことができるというメッセージです。皆さんは自分のことを誰だと、どんな存在だと理解していらっしゃるのでしょうか。実際的に。たとえ、先ほども申し上げましたように、お腹を痛めてイエス様ご自身を自ら産みました人間マリヤであっても、だからといって変わるわけではありません。カトリック教会の一番の間違いは、このマリヤがイエス様の母親で、イエス様より上のランクだという認識を持っているのです。今、イエス様はそれを全部消してしまいます。わたしはあなたの息子ではありません。あなたはあなたです。あなたは人間です。だから、イエス様の肉親の母だと思われていたマリヤでさえそうであれば、他の人は誰一人として例外なく、言うまでもありません。そうではないでしょうか。自分は一体どんな存在でしょうか。私たちには自分自身を評価するためのいろいろな材料があります。裕福な家庭に生まれたかもしれません。ぐじゃぐじゃの家庭に生まれて大変な思いをしてきたかもしれません。あるいは優秀な成績を収めているかもしれません。逆に、中学も中退してしまった学歴の持ち主かもしれません。それが自分なのでしょうか。もちろん嘘ではありません。時分の事をそのように理解していると、クリスチャンでも現場において様々な攻撃に立ち向かって勝利することができません。周りの状況が悪いから、自分自身が弱いから問題ではありません。自分が誰なのか、そして、イエス様は自分にとってどんな存在なのか正しく分かっていないがゆえに、現場の様々な問題の前に屈するようになるのです。
今日から、これこそが勝利の鍵であるということを握って、それが皆さんに具体的に実現することを祈りたいと思います。皆さんはどんな存在でしょうか。日本人なのでしょうか。韓国人でしょうか。もちろん、嘘ではありません。それを否定するつもりはありません。しかし、それが本当の皆さんでしょうか。マリヤはイエス様の母親でしょうか。違います。自分を理解するときに、いろいろな違いや材料があるでしょうが、それではなくて根本的に自分が誰なのかを理解しない限りはマリヤのようなミスを犯すようになります。それをずっと引きずっていくようになるのです。自分は根本的にどんな材料があろうが関係なく、私たちは罪を犯して神からの栄誉を受けることができない罪人であり、神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる、神様から離れて神からの祝福が断たれているものであり、その結果、残念ながら目には見えないけれども、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われる存在です。つまり、自分はキリストが絶対的に必要なものなのです。神のあわれみによって、それがキリストをとおして現れて成就するようになりますが、そのキリストによって救われなければいけない地獄の運命に捕らわれているものです。たとえイエス様を身ごもって、この世に生み出しましたマリヤでさえ同じなのです。マリヤだからと言って、それを勘違いしていては困りますというメッセージです。これがあなたの息子です。わたしではありません。イエス様とマリヤとの間にはっきりとした線をひかなければなりません。そのときから具体的な人生の勝利が始まります。

ペテロという人は漁師のプロでした。しかし、魚を一匹も捕ることができなかった時に、イエス様が「低いところに網を投げなさい」と言われました。プロから見たときに、夜明けごろには低いところに魚がいるはずがありません。しかし、みことばに従って網を投げ出したときに、その網が破れそうになるくらいたくさんの魚を捕ることができるようになりました。そこでペテロは初めてイエス様の前で自分のことが分かって、このように告白します。「イエスさま、私は罪人です。この罪人から離れてください」と。ペテロは自分が誰なのか分かるようになりました。ペテロは漁師ではありません。漁師のプロではありません。罪人です。外見が、肉体的な条件がどうであろうが、自分はキリストによって救われなければならない、滅びの運命に捕らわれている罪人です。ペテロがそれに目覚めたときから人生が変わり、まことに勝利ある人生を歩むようになりました。これが鍵です。そのときに、私にはキリストが必要だと気づきます。私という存在は、だれだれの息子である前に、キリストがいらっしゃらなければ希望のない存在だ。それをもっと明らかに皆さんに教えるために、ときには癌にかかったり、ときには精神分裂が起きたりするのです。あとで申し上げますが、それ自体は問題ではありません。それを通して示していらっしゃるのに、それがいまだ見えてこない、いまだ聞こえてこないということが問題です。

なるほど、そうなのか。私はまったく希望のない罪人なのか。キリストがなければいけない者なのだね。私にはキリストが必要です。そのキリストが今、十字架の上で血を流されているイエス様その方です。つまり、イエス様は私に絶対的に必要な救い主、唯一の希望であるキリストその方です。イエス様のことをそのように理解できるときに、皆さんは現実において勝利できるようになります。皆さんのすべての問題はその場で終わりになります。人生、180度丸ごと変わるようになります。もし皆さんがクリスチャンであれば、これに目覚めたときにクリスチャンとしてのパワーがそのときから現れるようになるでしょう。だから、今イエス様がマリヤにおっしゃっているのは、「マリヤよ。お疲れ様でした。神様に用いられてよかったです。しかし、忘れてはいけませんよ。だからといって勘違いしてはいけませんよ。あなたはキリストが絶対的に必要な罪人であり、そのキリストがわたしです。わたしは息子ではなくてキリストなのです」。この告白の関係が崩れてしまうと、すべてがパーになってしまうから、イエス様はマリヤを最後の最後まで愛して配慮されたのです。肉体的にマリヤの面倒をみるための配慮ではなく、本当の意味でのマリヤに対しての配慮です。

今もいろいろな悩み事や問題などで苦しんでいる方がいらっしゃるでしょうか。それが神様の配慮です。自分が誰なのかに目覚めてもらうための。その結果、イエス様が絶対的に必要なキリストその方ですという告白に導くための神様の配慮です。それが家庭内のトラブルであれ、夫婦の間の問題であれ、その人の病気であれ、すべてがそういうものです。神は実にひとり子をお与えになったほどに世を愛された、皆さんのことを愛していらっしゃいます。だから、配慮するのです。目覚めなさい。自分が誰なのか。ある人は、ものすごい傷を抱えて「自分はこんなにだめです」と言いますが、それは自分ではありません。私たちはキリストが必要な、救われなければならない、別の言葉で言うと救われるように定められている存在です。イエスがその救い主キリストです。このイエスがキリストですという信仰告白が、絶対的な告白になるその時に、勝利は皆さんのものです。肉体的などのような条件があるにも関わらず、この信仰告白を逃してはいけないということです。たとえマリヤだからと言って、この信仰告白から例外になるということはないという話です。つまり、絶対的な告白なのです。皆さんがものすごくひどい扱いを受けて傷だらけな人間であるのか、恵まれた環境で順風満帆生きてきた方なのか、どちらにしても、それは本来の自分ではありません。それにもかかわらず、イエスはキリストですという告白に例外はないということです。

刑事ドラマなどを見ますと、たまにある刑事が捜査から外れるときがあります。その時は主に、その刑事と犯人、あるいは容疑者との何かの関係があったときに、私情を挟んではいけないということで操作から外れる場合があります。ドラマはあまり見ないからよく分からないでしょう。だいたいそのような場合に、「おまえは今回の捜査から外れろ」と言われます。私たちがイエス様のことをキリストと告白するときに、感情的なものをそこに挟んでいてはいけません。何かの人間的、肉体的な様々な条件などをそこに取り入れて挟んでいてはいけません。そのようなものによって、イエスがキリストだという信仰告白に邪魔になったり薄れたりあきらめたりするような内容があってはいけないし、そういう者は存在しません。だから、絶対的な告白です。皆さんが現場において勝利できる鍵がここにあるのです。ほとんどの人が人間的、肉体的ないろいろな材料によって、この告白を逃してしまうのです。思いきり大胆に揺れることなく告白することを邪魔される場合が多くあります。そういう意味で、皆さん、この信仰告白は冷静な信仰でなければいけません。心は温かい心を持たないといけないでしょうが、信仰告白、特に自分が誰であって、自分自身の理解を根本から理解し、イエスが救い主キリストだという信仰告白、イエスが希望です、イエスによって自分の人生のすべての問題を解決し、新しくつくり変えられますという信仰告白に対しては、冷静にならないといけません。もっと強い言葉で申し上げると、冷徹な信仰者でなければいけません。これに対しては。マリヤが今までご苦労だったということで例外になるということではなく、ここではもうある意味、人間的にはものすごく冷たいでしょう。冷酷かもしれません。私はあなたの息子ではありません。これからは今までの感情や見方などは全部捨てて、しっかりと信仰によって生きることを考えないといけないという話です。イエス様の方からはそう思ったことはないでしょうが、マリヤからはいろいろな場面でそのような思いがあったかもしれません。肉体的に息子と母という縁は今日限りに完璧に終わりにしないといけないという話なのです。イエスは息子ではなくてキリストなのです。マリヤは母親ではなくて罪人です。その関係をはっきり、冷静にしなさい。
そして、このような勝利を握るために二番目に必要なことはなにか。また今日のこの場面から与えられる場面が何かというと、そのためには肉のことと霊のこととをわきまえないといけないということです。皆さんが現場において何があろうが必ず勝利するためにどうすればいいのかというと、肉のことと霊のことをわきまえるときです。それがあれば皆さんは必ず勝利します。勝利は皆さんのものなのです。期待してください。ユダヤ人の指導者であり、聖書の教師でもあったニコデモという人を皆さん、ご存知だと思います。ニコデモがイエス様のところに来て聞きました。いろいろな話をしました。そのときにイエス様が「新しく生まれなければ神の国に入ることはできません」とおっしゃいました。そのときにニコデモが何と答えたのでしょうか。「母の胎にもう一度入って、二度生まれるのでしょうか」。イエス様は「あなたはイスラエルの教師でありながら、今の話が理解できないのか。聖書を教える立場であれ、ユダヤ人の指導者であって、社会的にも地位のある、学歴、学識のある人です。しかし、肉的なことしか分かっていません。霊的なことはまったく無知なのです。

そうすると、結論は間違ってしまうか、あるいは結論が出ないかになります。肉的なことしか分かっていないと。それでイエス様がおっしゃいました。生かすものは霊であり、肉はだめなのだと。これは肉のことをいじめて、霊のことだけをという禁欲的な話ではありません。しかし、肉的なことと霊的なこととをしっかりと分別を持ってわきまえることがなければ、現場での勝利は無理でしょう。しかし、これさえあれば、どんなに厳しい環境、どんなにひどい状況であっても必ず勝利します。これが私たちはせっかくクリスチャンなのに私たちに欠けている部分かもしれません。肉的なことと霊的なことをわきまえるときに、あるアルコール中毒者の人が、牧師を訪ねてきました。悩みを打ち明けたのです。皆さんは何が問題だと思うのでしょうか。牧師が言いました。「何があなたの問題なのか」「私は酒が中々、止められません。飲み始めたら止められません」「酒が問題だと思うのか」「はい」「酒は問題ではない。酒が問題だと思っているから、ずっと捕らわれているのです。酒は問題ではありません。そして、あなたがそのように酒を飲む習慣に走るきっかけがいろいろとあったでしょう」「いろいろな男性に振られてしまいました。小さい時に父親から捨てられました」といろいろ話をしました。「もちろん、そういうこともあるでしょう。父親から捨てられたこと、いろいろな男性に振られたということがあなたの問題だと思うのか。それがあなたを避けに走るようにさせる者だと思うのか」「はい」「違います。そこまではすべて肉のことです」。何が問題でしょうか。私たちが本当になにが問題なのかを見極めることがなければ、自分自身もこんがらがってしまって人を助けることもできないし、状況を見る力も持つことができません。この牧師先生が言いました。「あなたも知らないでいるもっと根本的なところに、あなたをそのように滅びる道に引っ張っていく力があるのです。あなたは神のかたちなのに、神様の祝福がまったく分かっていないし、その結果、目に見えないサタンというものがあなたの弱い部分を捕えて、あなたを滅びの道に走らせているのです。だから、あなたは罪人です。それがあなたの問題です。酒が問題ではありません」。これが霊的なことです。ですから、サタンがあなたの弱さを握っていて、捕えていて、あなたが酒に捕らわれるように仕組んでいるのです。つまり、そういうわけなので、あなたのこの問題は解決できません。不可能です。そういう問題だから。だから、神様はあなたができないから、できない理由があるのであなたのその問題のためにキリストを送ってくださったのです。キリストはあなたを先に捕えているサタンの頭を打ち砕いて勝利された方です。わたしは自分自身も含めてキリストと叫んでいる多くの方々も、実際には肉のことと霊的なことがわきまえられていないのではないかと思います。問題の前に立ってみると皆、そうです。何が問題でしょうか。

ある人は幻聴が聞こえてくるようです。辛いでしょう。辛いことを否定するつもりはありません。幻聴が聞こえてくることが問題だと思っている限りは捕えられます。昔々、母親や父親などからやられた、それが問題だと思っている限りはそれに捕えられます。その裏側にサタンがいるのです。幻覚が見える。ときには霊的な問題があった人が救われた後、寝るときに悪霊が大勢現れてその人の首を絞めたり苦しめる夢を見たり、大変な思いをする場合があります。それが問題だと思うでしょう。それが肉なのです。それが問題でしょうか。そのすべてが裏からサタンが仕組んでいるということをわかっていない、だから、キリストが答えであり、キリストによって実はすでに打ち勝ったので、これは私にとって問題ではないという信仰告白がないことが問題なのです。肉のことと霊的なこととがわきまえられないと、いつまでたってもこんがらがってしまいます。つまり、今、イエス様がマリヤにおっしゃっているのは、そういうメッセージなのです。肉のことと霊的なこととを正しくわきまえなさいということです。
そうすると、必ず最後の答え、最終着地点というのはキリストになります。キリストに結論付けられるようになるということが、これを分別したということです。必ず、キリストというところにたどり着くようになります。そうなのでしょうか。あるいは暴れているのでしょうか。落胆しているのでしょうか。悩んでいらっしゃるのでしょうか。何が問題でしょうか。今、家庭内にいろいろな問題があるのが問題でしょうか。皆さんの内側にどうしてもやめられない悪い習慣があるのが問題でしょうか。それが問題だと思っているのが問題です。そのためにキリストが十字架で死なれたのではないでしょうか。そのキリストがともにいらっしゃるのではないでしょうか。それを忘れることが問題です。それを逆にそのような問題を通して、その契約の福音のキリストを固く握る方向にどんどん行くことによって、その人は強められます。その人は整えられます。それが幸せです。サタンはずっとだましています。自分が誰なのか根本的に理解し、イエスがキリストだという告白をどのような肉体的な理由にも邪魔されず、絶対的な告白として告白するようになるときに、そのために霊的なことと肉的なことをしっかりとわきまえる勇気を持って宣言するその時に勝利は皆さんのものです。何事にも縛られることなく自由になってください。皆、そこが勘違いされているので、教会から離れる人も、つまずいて試みにあう人もたくさんいるのです。また、そのようなつまずきを与える側に立つ人も多いのです。そんなのは要らないのではないでしょうか。もし私たちの周りに、私たちの教会にアルコール中毒の患者が来たときに、皆さんは100％酒が問題だと思うでしょう。教会にそういう方は来られません。性的な様々な複雑なことに絡んで抜け出すことができない悩みを抱えて教会に来た場合に、乱らなことが問題だと思っているとその人は教会に来られません。それがなぜ問題でしょうか。現場で姦淫の罪を犯して、イエス様の前に連れられてきたその女のことを忘れていらっしゃるのでしょうか。問題ではありません。何が問題なのでしょうか。精神的にものすごく不安になることは、不安になる要素があるからではなくて、キリストを忘れているからです。今、病んでいる方々は覚えていてください。このみことばがその人の心に一回でもぶつかることがあれば終わりです。サタンはこれが聞こえてこないように邪魔するだけです。だから、周りの人々の、このような理解を持っている人々の祈りが求められます。
最後の一つです。イエス様がマリヤにこのような話をしたのは、いつまでたっても人間的な感情に振り回されているのではなくて、もうしばらく後にイエス様はよみがえられるつもりなのです。もうしばらく後、よみがえられたイエスとともにこれからは新しい時代の主人公として、このイエスの証人、福音宣教の働き人として残りの生涯を走っていく予定です。マリヤは。だから、そのような方向に向かっていきなさい。ごじゃごじゃ人間的な感情に捕らわれていないでという意味もあります。つまり、今申し上げました二つのメッセージを理解したときに、私たちにはこのような確認ができるようになります。私たちの残りの人生は、どんな弱さがあろうがどんな状況であろうが関係なく、ミッションの人生なのだなと確認できたときに皆さんは現場において勝利できます。今週1週間、このような神様のメッセージが皆さんのものである、皆さんに今、成就しているのだということを確認し味わうときになって欲しいと思います。つまり、マリヤは過去でも今でもありません。これからの人生です。今までの過去がすべて、これからどのような人生、ミッションの人生を生きるべきなのかの土台なのです。つまり、これからの人生の方向性をはっきりと教えてくれる材料です。方向性がないとふらふらするでしょう。

何回も申し上げましたように、アン・サリバンという人が精神的な病を抱えて入院しました。そこでイエス・キリストと出会って、その精神的な病が癒されたあと、彼女は今まで自分が精神的に悩んで、また、悩むようになる様々な人生のいろいろな材料などがすべて同じ悩みを抱えている人を助ける材料だったと、それが土台となって方向性が示されましたので、退院した後、その病院にボランティアとして入りました。自分と同じ境遇にいる様々な人を理解し、彼らを助ける人生を送るようになりました。その中の一人がヘレン・ケラーという人です。自分のこれからの人生が今までのすべてのことを全部合わさって、それを材料にして土台にしてミッションの人生なのです。なんと感謝でしょうか。そうすると、今日の様々なことは悩みの種でも心配事でもありません。それはすべてこのミッション、この方向性のために神様が導いていらっしゃる神の導きなのです。すべてが。その方向にしっかりとたどり着いて、正しく進んで行くようにするための神様の配慮であり、神様の導きなのです。それが今日です。今、今日です。そうすると、残りの未来はすべてがこのミッションというすばらしい神様の理由が実現していくことを見る答えそのものです。だから、揺れることがないでしょう。このときに本当にまことに味わうことが何か理解できるし、本当の意味での祈りが始まるようになります。

ダビデは言いました。死の影の谷を歩くような今日を指して、主は私の牧場の羊飼い、私には乏しいことはありません。これが義の道へと導かれる途中なのです。なぜでしょうか。私が救われたということと、だから、残りの生涯はミッションのためだという軸がしっかりしていたので、それをもってすべてを解釈するのです。すべてがそのためにあるものなのです。それを中心にして動いているのです。だから、倒れる理由も振り回される理由も心配する理由もないでしょう。それが勝利の力です。
このメッセージが十字架の上でマリヤに向かっておっしゃったイエス様のことば、その行為の中から、今日、私たちに与えられるメッセージです。自分は誰なのか、イエスはどんな方なのかを正しく理解しなさい。そのために肉的なことと霊的なことをしっかりわきまえなさい。そうすることによって、あなたの人生そのものがミッションの人生であるということに気づくようになるでしょう。そうすると、万々歳です。そうすると、どんな攻撃があろうが、どんな問題が起ころうが、必ず勝利するようになります。フラフラ揺れるような理由は全くありません。もう一度覚えてください。

結論を申し上げると、それでもキリスト、だからキリスト、結局キリストです。つまり、常に優先的にキリストの告白をするように、これを逃すことがないようにしてください。これが結論です。どんなことがあろうが、どんな場面、どんなときであろうが、真っ先に常にイエスはキリストですという告白を逃してはいけません。これは絶対的な告白でしょう。交通事故に遭ったときもこの告白が先です。それから、同じ内容でしょうが、皆さん、今週1週間、この信仰告白に対してどれほど皆さんが冷静なのか、いろいろな人間的な肉的な感情を挟まないで冷酷と言われるほど、この信仰告白をそのように持っているのかということを確認してください。私たちの信仰告白は冷酷なものです。冷静なものでないといけません。
それから、先ほども申し上げましたように、イエス・キリスト、ミッションが結論、軸なのでそれを結論として握ってください。そして、過去、現在、ある者ないものすべてを取り上げて、すべてに感謝してください。感謝できないものは何もありません。キリストとこのミッションが軸になっていれば、全部がキリストが明らかになるために、ミッションに役立つためという理由になります。すべてが。ですから、軸をしっかりさせて全部そちらの方に向かわせ、それを解釈の中心にします。そうすると、今まで憎んでいたこと、悩んでいたこと、嫌っていたこと、心配していたこと、すべてが感謝になります。すべてに感謝して、最後の結論です。何があっても私は大丈夫です。その告白と宣言をしてください。つまり、ミッションの人生に足止めになることがないように。大丈夫です。大丈夫でないと、それに足止めされ、見るべきものが見えなくなります。

ですから、すべてに感謝して最後の結論です。だから、どんな状況でも、何があっても、どう変わろうが、自分の弱さがあろうが無かろうが私は大丈夫だ。私はオッケーだ。このことを宣言しつつ、このみことばが皆さんのものとして、皆さんに成就しているということを体験する1週間であってほしいと願います。
(祈り)

　恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。肉の母、マリヤに向かって、イエス様がしっかりとわきまえられるように配慮されました。そのみことばをもって今日、私たちはメッセージをいただきました。このメッセージを固く握って、これが今自分自身に成就しているということを確認する1週間となるように。隠れていて無意識の中にあった様々な病気や暗闇が全部崩れていくように、どうか聖霊様が働いてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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